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ル タ ー ジ ュ の 対象 に 事 欠 くこ とは な か っ た 。
「香 港 感 懐 」 とい う作 品 も報道 文 学

と して 読み 直 す な らば 、 ま た新 しい 魅 力 を発見 で きる よ うな 気が す る 。

　 た だ 、 黄 遵 憲 は 詩 に よ る 報 道 文 学 を生 み 出 す た め に 、

一 方 で そ れ まで の 中国

に 存在 しなか っ た 事物や 状 況 を詩 の 形 式 に 載せ て 表現 す る こ との 難 しさ を抱 え 、

他 方 で は 多 くの 読 者 が 見 た こ と も 聞 い た こ と も な い 事物 や 状 況 に つ い て 理 解 を

得 られ る よ うに描 写 す る こ との 難 しさ に直 面 した 。 さ ら に 言 え ば 、 黄 遵憲が 「万

国公 報」 と い う 雑誌 を購読 して い た よ うに 、 こ の 時代 に は 近 代 ジ ャ
ー ナ リズ ム

が 次第 に 定着 し 、
マ ス ・メ デ ィ ア が 生 まれ よ う と して い た 。 そ れ は 、 鈴木氏の

言葉 を借 りれ ば 、

「伝 達 活 動 が た い へ ん に 不完 全 な 時 」 か ら脱 し よ う とす る 時代

だ っ たの で あ る 。 そ の 時 、 詩 に よ るル ポ ル ター ジ ュ と い う もの の 存在 意 義 、 そ

れ 自 身 が 問 わ れ な け れ ば な ら な くな る だ ろ う 。 お お よ そ 、 中国 文 学 の 歴 史の 中

で 、 こ の よ うな 事態 に 遭遇 し た詩人 が い た か ど うか 。

　 も ち ろん 、
『人 境廬詩草』 に は ル ポ ル タ ー ジ ュ の 作 ば か りで な く、 伝 統 的な抒

情 詩や 叙 景 詩 も あ る 。 そ れ らに 対 す る検 討 を経 ず に 黄 遵憲 とい う詩 人 の 全 体像

に 迫 る こ とが で きな い こ とは 言 う まで もな い 。 問 題 は 山積 み だ が 、 今 後 の 課 題

と した い 。

（注 ）

1 ）「庚午 中秋 夜 始識 羅 少珊 文仲於 矮 屋 中 、 遂偕詩 五 共登 明遠楼看 月 、 少珊 有詩 。 作此追 和 、

　 時癸 酉 孟 秋 也 。 」 詩 （『人 境廬 詩草 』 巻 一 ）、 ま た 「述懐、再 呈 靄 人 憔野 丈」
幽
詩 （同 巻二 ）

　 を参 照 。

2 ）教 案 は 、 キ リ ス ト教 に 関連 す る 事 件 を 総 称 して い う 。 1870年、 天 津 で フ ラ ン ス 領事 、

　 司 祭 2 名を含 む約 20名 の 外 国人 、 50名の 中国 人 信者 が 殺 さ れ た 。

3 ）『万 国 公報 』 は ア メ リ力 人宣教 師 、 Y ．　 J ．ア レ ン が 1868年 に 創刊 し た 月刊雑 誌 。 当初

　 は 『教 会新報 』 と い う名称 で あ っ た が 、 74年 に 『万 国 公報』 と名 を改 め た 。 1908年に廃

　 刊 され る ま で 、 当時 の 中国知 識 人 に 対 して 非 常 に 大 きな 影 響 力 を持 っ た 。 徐松 栄 『維 新

　 派 与 近 代 報刊 』 （山 西 古 籍 出版 社 　1998）に や や 詳 しい 紹 介 が あ る 。

4 ）「製造 局 」 は 、『清史稿 』 兵 志七 に 「同治 六 年、李 鴻章建 江 南製 造 局 、從 事製船 。 」 と見

　 え る もの で あ ろ う。 当時 、 李鴻 章 を初 め とす る 洋務派 の 人 々 が 、 洋式 の 武器 を生 産 す る

　 ため の 工 場 を、 中国各地 に 建設 して い た 。

5 ）江淹 「雑体 ・劉 文学感 遇 」 詩、「感遇 」 を 四 部叢 刊本 が 「感懐 」 に 作 る 。 しか し 、 明 ・

　 胡 之驥註 、 李 長路 ・趙威 点校 『江文通 集彙註 』 （中華 書局　 1984）の 校 勘記 に 、「『遇 』、

　 叢 刊本作 『懐』。 案 叢刊 本 目録 亦 作 『遇 』、『懐 』 字 誤 。 」 とす る 。

6 ）黄遵 憲の 表現 の 使 い 回 しにつ い て は 、稿 を改 め て 詳 し く険討 す る予 定 で あ る 。

7 ）黄遵 憲 「『人 境 廬 詩 草』 自序 」 に つ い て は 、拙 稿 「黄遵 憲の 『詩境』 と梁 啓超 の 『詩界
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とい う部分 も あ り、 古 人 の 「未有之 物 、 未 闢 之 境 」 こ そ を作 品 化 すぺ きな の だ

とい う主 張 が 述べ られて い る 。

　黄遵憲 が 香 港の 実状を見聞 した 時 、 確 か に 時代 は 既 に 変 わ っ て い た 。 ア ヘ ン

戦 争以 降 、 古 人 が 見 た こ と も 聞 い た こ と も な い 事物 、 状 況 が 、 次 々 に 中国 に 出

現 す る ように な っ て い た の で あ る 。 と こ ろ が 、 古 人 ば か りで な く自分 と 同 じ時

代 を 生 きて い る 中国 人 の 多 くが 、 そ れ らの 新 しい 事物 、 状 況 に つ い て あ ま りに

も知 らな さす き るの で は な い か 、 と黄遵憲 は 考 え た 。

　今 の 時点で 考 え て い る 結 論 か ら述べ る な らば 、 結局 、 黄遵憲 と い う詩人 は 心

に うつ りゆ くヨ シ ナ シ ゴ トを表 現 す る の が あ ま り上 手 で な か っ た 、 とい う こ と

で あ る 。 黄 遵憲 自身 も そ の 点 に あ ま り興 味 と関 心 を持 っ て お ら ず、 む し ろ 自 ら

の 体験 を文 字 に 定 着 させ 、 広 く読者 に 伝 え る こ と 、 い わ ば ル ポ ル タ ー ジ ュ の よ

うな 文 学作 品 を生 み 出 そ う と試 み た の で は な い か 。 そ の 時 、 詩 人 と して の 黄遵

憲 は 二 つ の 異 な る 課題 に 直 面 す る こ と に な っ た の で は な い だ ろ うか 。

一 つ は 、

自分 の 体 験 を 中国 古典詩 とい う 韻 文 形 式 に 載 せ 、 な お か っ 詩 と して 鑑 賞 に 堪 え

る 水準 を保 つ こ とで あ る 。 上 に 見 た 則 天 武后 の 典 故表現 な ど は そ の た め の 工 夫

の 一 つ で あ る と 考 え られ る 。 そ れ とは 逆 に 、 も う
一 方 の 課 題 と して 、 詩の 内容

の 分 か り易 さ が 求 め られ る こ とに な る は ずで あ る 。 とい うの は 、 彼 が ル ポ ル タ

ー
ジ ュ の よ うな 文 学作 品 を 生 み 出 そ う と試 み 、 中国 に 出現 した 新 し い 事物 、 状

況 を広 く中国 の 人 々 に 知 ら しめ ん と欲 した の で あ れ ば 、 作 品 に あ る 程度の分 か

り易 さ が 求 め ら れ な け れ ば な ら な い わ け で あ る 。 そ の た め に は 、 例 え ば 、 陳 衍

に は 足 りない と言わ れ て い る が 「自注 」 を付 け る 、 とに か く作 品 を長 く して 叙

述 に 不 足 の な い よ う に す る 、 な どの 工 夫が あ る だ ろ う 。 詩 人・が 言葉 を選 び 吟味

して 使 用 す る の は 当然 だ ろ う 。 黄遵憲 もま た 自分 が 見 た こ と 聞 い た こ と を よ り

よ く描 写 し読 者 に 鮮 明 な イ メ ー ジ を 与 え る た め に 、 言葉 を 選 ん だ は ずで あ る 。

た だ 、 黄遵憲は 自分 が 工 夫 して 得 た 表 現 を 何 度 も繰 り返 して 用 い て い る わ け で

あ る 。 何 如 に 表現 す る か に 徹 底 的 に 拘 る 詩人 で あれ ば 、 そ の よ うな 表現 の 使 い

回 しは な る べ く避 け よ う と す る だ ろ う 。 しか し 、 ル ポ ル タ ー
ジ ュ の 性 質 を 帯 び

た 作 品 を 生 み 出 す た め 、 作 品 の 分 か り易 さ を優先 さ せ 、 彼 は 敢 えて 表現 の 使 い

回 しを避 け な か っ た 。 そ の 意 味 で 、 少 な くと も叙 事 詩 に 限 っ て 言 え ば 、 彼 の 詩

人 と して の 資質 が 、 何 如 に 描 くか よ りも何 を描 くか に 向 い て い た と考 え て よ い

だ ろ う。 逆 に 言 え ば 、 その よ う な 資質 を具 えて い た か ら こ そ 「報道 の 詩」 を志

向 した の で は な い だ ろ うか 。

　 幸か 不 幸 か 、 黄遵憲の 生 涯 は 、 こ の 香港 を 手 始 め と して 、 日本 、 ア メ リ カ 、

イ ギ リス 、 シ ン ガ ポ ー ル と次 々 に 異 文 化体験 を重 ね る こ とに な っ て ゆ き 、 ル ポ
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おわ りに

　鈴木 修次 氏 が 『唐詩　その 伝達 の 場 』 （日 本放 送出版協 会　1976）で 「報道 の

詩 」 に つ い て 、

「伝 達 活 動 が た い へ ん に 不完 全 な 時に あ っ て 、 伝 達の ため に 有効

な は た ら き をな す もの は 詩 で あ る 。 と くに 情緒性 を こ め た 伝 達 の 場 合 、 そ うで

あ る 。 」 と述 べ て 、 岑参 の 西域詩 と杜 甫の 社会詩 と を挙げ て 論 じ 、 さ らに 杜甫の

社会詩 に つ い て は 「… … （略）… … 杜甫み ず か ら も大 乱 の 中 に 翻 弄 され つ つ 、

そ の 間 の 体験 や ら見 聞 や らを 、 あ い つ い で た て つ づ け に 事実の うた と して う た

い こ ん で い っ た 。 そ れ は も う 、 詩 に よ る現代史 そ の も の で あ っ た 。 そ れ ゆ え こ

の 時期 の 杜 甫 の 詩 は 、 後 世 の 人 に よ っ て 『詩史』、 詩 に よ る 歴 史 と称 さ れ るに い

た っ た の で あ る 。 」 と して 、 杜 甫 の 「報道 の 詩 」 が 後世 「詩 史 」 と称 され た点 を

指 摘 して お ら れ る 。 上 に 引 い た 『石 遺 室 詩 話 』 で も 「公 度詩多紀時事 」 と言い
、

袁祖光の 『緑 天 香雪 霧 詩 話 』 に 「『流 求 歌 』
『越 南篇』 『台湾 行 』 等作 、 可称 詩 史 、

不 僅 以 詩 鳴 也 。 」 と言 う 。 黄遵憲の 詩 に は しば しば 時事が 詠わ れ 、 詩史 と称 すべ

き作 品 が あ る 。 恐 ら く、 黄 遵憲 自身 に も 自分 の 作 品 を 「詩 史 」 た ら しめ ん とす

る 意 識 が あ っ た の で は な い か 。

　
「香港感懐 」 を作 っ て か ら21年 後 、 光 緒 17（1891）年 、 黄遵 憲 は 駐 英参賛 と し

て ロ ン ド ン に あ っ た 。 彼 は そ の 前年 か ら 自分 の 詩稿 を編 纂 し始め 、
こ の 年に 「『人

　 　 　 　 　 　 7 ）

境廬詩草 』 自序 」 を撰 し た 。 そ こ で 黄遵憲は 自己 の 文 学 観 に つ い て 次 の よ うに

述べ て い る 。

僕 嘗以 為 詩之 外有事 、 詩之 中有 人 。 今 之 世 異 於 古 、 今之 人亦 何必 与 古 人 同 。

　　 （僕　嘗て 以 為 え ら く詩の 外 に事有 り、 詩 の 中に 人有 り。 今の 世は 古に 異 なれ ば 、

　 　 今 の 人 も亦た 何 ぞ 必 ず しも 古 人 と同 じか らん や 。 ）

「詩の 外 に 事 有 り」 と い う場 合 の 「事 」 とは 、 そ の 詩人 が 置 か れ た時 代 の 社 会

環 境 で あ っ て 、 時代 が 変わ れ ば 社 会 の 様相 も変わ り 、 そ の 反 映 で あ る 文 学作 品

に も時 代 に よ る 違 い が 生 ず る 。 古 人 と同 じ よ う な 詩 を作 る 必 要 は な い の で あ る 。

「自序 」 に は さ らに 、

其 述 事 也 、 挙今 日之 官書会典 方 言 俗諺 、 以 及 古人 未有之 物 、 未 闢之 境 、 耳 目所

歴 、 皆 筆而 書 之 。

　　　　 （其 の 事 を述 ぶ る や 、今 日の 官 書 ・会典 ・方 言 ・俗諺 を 挙 げ て 、以 て 古 人 の 未 だ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ

　　　　 有 らざ る の 物 、 未 だ 闢 か ざ る の 境 に及 ぼ し、 耳 目の 歴 る る所 、皆な筆 に して 之 れ

　 　 　 　 を書 せ 。 ）
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　 　 　 　 　 　 か え　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　 と

　　　　 は せ 、 反 っ て 喜 ん で 以 て 瑞 と 為 し、天 下 の 兵 器 を銷 か し、金 人 十 二 を 作 りて 以 て

　 　 　 　 　 　 か た ど

　 　 　 　 之 れ に 象 る 。 ）

とあ る 。

　 つ ま り、 黄遵憲の 表 現 の 使 い 回 しに は 、 語彙 の 使 い 回 し と典故 の 使 い 回 し と

の 2 つ の レペ ル が 存在 す る こ とに な る 。 た だ 、 同 じ 典 故 を再 度 用 い る に して も 、

黄遵憲 の 場合は 、 ほ ぼ 同 じ字 面 で そ れ を 用 い る た め 、 表 面 的 に は 語 彙 の 使 い 回

しに 似 る 。 特 に 「日本 雑 事 詩 」 で は 、 異 文 化 体 験 とい う点 で 題材 が 似通 っ て い

るせ い か 、 表現 の 使 い 回 しが 顕著で あ り 、

「香港感懐 」 と 同 じ語 が しば しば 見受

け られ る 。 け れ ど も 、 黄遵 憲 の 表 現 の 使 い 回 しは 、

「香港感 懐」 と 「日本雑事詩」

との 間 だ け で は な く、 実 は 『人境廬詩草』 全体 に しば しば 見 られ る こ とな の で
　 6 ）

あ る 。

　 「香 港 感 懐 」 に は 例 え は 次 の よ うな 表 現 を 見 る こ とが で き る 。

金 輪 銘 武 后 ・ 則 天武后 と同 じ く女王 で あ る ヴィ ク トリア の 名 を取 り

寶塔 禮 耶 酥 　 り っ ぱ な 教会 で は キ リス トを礼 拝 す る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヴ ィ ク トリ ア

　　　「香 港 感 懐 」 其 三 　 ＊ 自注 、「香港城 名域 多 利 、 即 女 主 名也 。 」

「金輪 銘 武后 」 句 は 、
『旧唐 書 』 則 天 皇 后 紀 に 、

「（長寿二 年）秋九月、 上 加 金 輪

聖神皇帝号 、 大赦天 下 、 大 酳七 日 。 」 とあ る よ う に 、 則 天 武后 が 「金 輪 聖 神 皇 帝」

とい う称 号 を加 え た こ と を踏 ま え、 イ ギ リス 人 が 香 港 の 街 に 女 王 の 名 を冠 し 、

ヴ ィ ク トリア ・シ テ ィ と呼 ん だ こ と をい うp 陳衍 が 『石 遺室詩話 』 巻 7 に 「公

度詩 多 紀時 事 、 惜 自注 不 詳 、 閲 者未 能尽 悉 。 」 と述べ て い る が 、 こ の 句 も も し 自

注を欠 い て い た な らば 、 香港 の 実情 を知 らな い 読者 が 句 の 意味 す る とこ ろ を 容

易 に掴 む こ とが で きた か ど うか 、 甚 だ疑 問 で あ る 。 た だ 、 「香 港 感 懐 」 が 香港 の

実 状 を描 写 す る こ と に 意 を 注 い だ作 品 で あ る と す る な らば 、 黄遵憲は 自分 が 想

定 し た 読 者 に 対 し、 何 と か して 香 港 の 実状 を 伝 え る べ く表 現 上 の 工 夫 を し た は

ず で あ り 、 こ の 則 天 武后の 故事 の 使 用 こ そ が 、 そ う い っ た 努 力 の 具 体 的な 現 れ

だ っ た の だ と考 え て よい と思 う。 彼 は 、 香 港 の 様 子 を 自分 で 見 聞 した こ との な

い 人 々 を読 者 と して 想定 した の で は な い か 。 そ の た め 、 香港の 実状 と類似 した

状 況 を 中国 の 古 典 に 求 め 、 典 故 と して 利 用 した わ け で あ る 。 黄遵憲 と い う詩 人

は 、

一
度 そ の よ う な プ ロ トタ イ プ を作 り上 げて し ま う と 、 後 に ま た似 た よ う な

事物 、 状況 を描 写 し よ う と す る 時 、 躊躇 す る こ と な くそ の プ ロ トタ イ プ を流 用

す る 詩人な の で あ る 。
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「香港感懐 」 其七

金 狄 塵 毟事如昨　　 銅 像 を撫 で たの は つ い 昨 日の こ との よ うに

鉛水 清涙 流 已 枯 　　 水 銀の 清 らか な 涙 も 涸れ て し ま っ た

　　 「鉄漢楼歌 」 （巻
一

）

博物 千間広 廈 開

縦観如到ま岨
　 VL 百 ・ ’

驚奇事

親見 委奴漢 印 来

千間 もあ る 大 きな 博 物館 が 開設 さ れ

心 ゆ く まで見 る と 、 ま るで 宝の 山 か ら帰 っ て きた よ うだ

青銅器 を手 で なで た り、不 思議な こ と に驚い た り

自分の 目で 「漢 委奴 国王 」 の 金 印 を見 る こ とが で きる

「日本 雑 事 詩 」 其 五 一

「香 港 感 懐 」 其 七 も 「 日本 雑事詩 」 其 五 一 も と も に 博 物 館 に つ い て 詠 うの で 、

当然 とい え ば 当然 な の か も しれ な い が 、 表 現 の 大 部 分 が 重 な る 。
「千 間 広 廈 開 」

は杜 甫の 「茅 屋 為 秋 風所 破 歌 」 に 、

　　安得 広 厦 千 万 間　　　
昌
安 ん ぞ広厦 の 千万 間 な る を得 て

　　 大 庇 天 下 寒 士 倶 歓 顔 　 大 い に 天 下 の 寒士 を庇 ひ て 倶 に 歓顔 せ ん

とあ る の に拠 る 。
「宝 山回」 は 、 鳩摩 羅 什 訳 「大 智度 論 」 に 、

　　 如 人 有 手 、 入 宝 山 中 、 自在取 宝 。

　　　　 （人 の 手 有 り、 宝山の 中に 入 りて 、 自在 に 宝 を取 る が如 し 。 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ ん

とあ る の に 拠 る 。 ま た 、 元 ・楊 暹 の 雑 劇 「劉 行 首 」 第
一

折 に 、

　　 正 是 遇 仙 不 成 道 、 如 到 宝 山 空 手 回 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か え

　　　　 （正 に 是 れ 仙 に遇 ひ て 道 を成 さ ず 、 宝 山に 到 りて 空手 に して 回 る が如 し 。 ）

と見 え 、
「宝 山空回」 で 成語 と して 用 い られ た よ うで あ る 。

「摩準銅狄」 は 、
『後

漢 書 』 方 術 伝 ・薊子 訓 に 、

　　後 人 復於 長 安東覇 城 見 之 。 与 一 老 公 共摩挈銅 人 、 相謂 E］、
『適 見鋳此 、 已 近

　　五 百 歳 矣 』。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ

　　　　 （後 人 　復 た長安の 東覇城に 於 い て 之 れ に 見 う 。

一
老公 と共 に 銅 人 を摩 裟 し、相

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た ま

　　　　 謂 い て 曰 く、 『適 た ま此 れ を鋳 るを見て 、 已 に 五 百 歳に近 し』 と 。 ）

とあ り、 また 『漢書』 五 行 志 下 之 上 に 、

　　史記 秦 始 皇 二 十 六 年 、 有 大 人 長 五 丈 、 足 履 六 尺 、 皆 夷 狄 服 、 凡 十 二 人 、 見

　　于 臨 挑 。

… … （中略 ）… …
。 是歳 、 始皇 初并六 国 、 反 喜 以 為 瑞 、 銷 天 下 兵

　　器 、 作金人 十 二 以 象 之 。

　　　　 （史 に記 す 、 秦始皇 二 十 六 年 、 大 人 有 り 、 長 さ五 丈 、足 履六 尺 、 皆 な 夷狄 の 服 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ

　　　　 凡 そ 十 二 人 、 臨 挑 に 見は る 。
…… （中略） ……

。 是 の 歳 、始 皇 　初 め て 六 国を并
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珊 有 詩 。 作 此 追 和 、 時 癸 酉孟秋 也 」 （巻 一 ）

時検 楼 羅 日暦 看　　 そ の 時々 に 手帳 を見 な が ら小盗 人 を取 り締 ま る 。

沈沈官屋 署街 弾　　 ひ っ そ り と静 ま りか え っ た 役所 に は 警 察 署 と書 か れ て い る 。

　　 「日本 雑 事詩 」 其四 六

い ず れ も大 きな 建 物 が 静寂 に 包 まれ た様 子 を形容 す る の に 「沈沈」 の 語 を 用 い

た例 で あ る が 、 必 ず 「屋 」 の 字 とセ ッ トで 用 い られ て い る 点 が お も し ろ い 。 黄

遵憲の 表 現 の 使 い 回 しに つ い て は 、 まず こ の よ う な 、 あ る 事物 を描 写 す る の に

ほ とん ど 同 じ語彙 を用 い て 形 容 し て い る 点 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ とは 別

に 、 よ く似 た状 況 を 同一 の 典 故 を用 い て 描 き出す 場 合 が あ る 。

豈 欲 珠崖棄　　 ど う して 香港 を放棄 して

其如城 下 盟 　　城 下の 盟 を結ぼ う と す るの か

　　 「香 港感懐」 其 二

要荒又 議 珠崖棄　　 広 州で は また もや外 国 へ の 割譲が 議論 され て い る

覇 業瀰思纛屋 尊　　漢の 頃、 南越王 趙佗 が こ こ で 覇 を称 え た こ と もあ っ たの に

國

　　 「羊城感 賦 六 首」 其五 　 （巻
一

）

こ れ は 、
『漢書』 買捐之 伝 に

　　臣 愚 以 為 非 冠 帯之 国 、 禹貢 所 及 、 春秋 所 治 、 皆可 且 無 以 為 。 願 遂棄珠 崖 、

　　 専 用 恤 関 東為憂 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お　も

　　　　 （臣　愚か に も以 為 え ら く、冠 帯 の 国、 禹貢の 及 ぷ 所 、春秋 の 治 む る所 に 非 ざれ

　 　 　 　 　 　 　 　 まさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す く

　　　　 ば 、皆　且 に 以 て 為 す無 か る べ し 。 願 わ くは 遂 に 珠 崖 を 棄て 、 専 ら関東 を恤 う

　 　 　　 を 用 て 憂 い と為 せ 。 ）

と あ る の に 拠 り 、 国 土 の 一 部 を 放 棄 す る こ と を い う。 珠崖 は 『漢 書』 武 帝紀 に

「遂 定越 地 、 以 為 南海 ・蒼梧 ・… … （中 略 ）
・… …　 珠圧 ・憺耳 郡 。 」 と見 え 、 応

劭注 に 「二 郡在大 海 中崖 岸 之 辺 。 出 真珠 、 故 日珠 厘 。 」 とあ り、 現 在 の 海 南 省 東

北 部 に 当た る ら しい 。

博物 張 華 志

千問広 廈開

塵裟銅狄 在

悵望融 凰

張 華の 『博物志』 に 記 され た 内容 が

千間 もあ る大 きな建 物が 開設 さ れ陳列 して あ る

そ こ にあ る銅像を撫 で さ す っ た りして も

宝の 山 を 哀 しげ に 見遣 っ た ま ま帰 っ て くる よ うな も の だ
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た ま た ま 香 港の 実 状 を題材 と して 選 択 した 結 果 に 過 きな い とい う こ とに な る の

だ ろ う か 。

　しか し、

「香港感懐 」 の 感情表現 の 抑制 は 、 単 に 題材の 問題 で あ る と して 片付

け て よい 性質の もの で は な い 。 言 う ま で も な く、 イ ギ リス 支 配下 に 置 か れ た 香

港 の 現実 を 目に した 黄遵 憲 は 、 い ろ い ろ な こ と を感 じ 、 い ろ い ろ な こ とを考え

た に 違 い な い 。 だ か らこ そ 、 そ の 見 聞 を基 に して 作 っ た詩 に 「感懐 」 の 2 字 を

含 む題 を 与 え た の で あ る 。 け れ ど も 、 詩 人 は 自分 の 感 じ た こ と、 考 え た こ とを

言 葉 を尽 く して 表 出 し よ う とす る の で は な く 、 自分 が 見 聞 した 香 港の 現 実 を写

実的 に 描 写 す る こ と の 方 に 力 を注 い で い る 。
「感懐」 2 字 に 就 い て 言 えば 、

「懐 」

そ の もの よ りも 「感 」 の 方 に 、 或 い は 彼 に な に もの か を感ぜ しめ た外 界 か らの

情 報 、 刺激 、 こ の 場 合 は 香 港 の 実状を描 写 す る 方 に 、 重 きが 置 か れ て い る わ け

で あ る 。 黄遵憲 の こ の よ うな作詩態度 こ そ が 、
「香港感懐」 に 限 らず 、 彼 の 詩人

と して の 資質 を よ く示 して い る と思 わ れ る 。

　上 に も 述 べ た よ う に
、

「香港感懐 」 と い う作品 は 、

「感 懐 」 の 2 字 が 詩題 に 含

まれ て い る に も 関 わ ら ず 、 抒 情 詩 の 色 合 い よ り も叙 事 詩 の 色合 い の 方 が 、 結 果

と して は 濃 くな っ て い る 。 こ れ は 、 自分 が 見聞 した 香 港 の 現実 に 触発 さ れ て 考

え，た こ と 、 感 じ た こ と を 表 出 す る こ と を敢 え て せ ず 、 自分 に そ の よ うな 感情 を

与 え 思 考 を迫 っ た 香港の 姿 を描写 し よ う と した た め な の だ ろ う 。

　と こ ろで 、
「香港感懐 」 に は 、 黄遵憲が それ 以 前 に 作 っ て い た 詩 の 一 部 分 に よ

く似 た 表 現 が 見 られ 、 逆 に 「香港感懐 」 に 見 られ る 表現 が そ れ 以 後 に 作 られ た

詩 に 見出せ る 場 合 も あ る 。 悪 く言 え ば 、 彼 は 表現 の 使 い 回 し を して い る わ け で

あ る 。
『人 境廬 詩 草 』 は 同 治 3 （1864）年 に 始ま る編 年体 で あ っ て 、 同 治 9 年 の

「香港感懐 」 は ま だ 初期 の 作 品 な の で 、 実際 は 後 者 の 例 の 方が 多い 。 以 下 に い

くつ か 例 を挙げ る 。

黄標 千 万 積　千 万 の 銭 を 積み 黄 色 い 札 を掛 け た お 金 持 ち の 家の 方が

翻 訝 屋 沈沈　か え っ て ひ っ そ りと静 ま り返 っ て い る の は 不思議 な こ と よ

　　 「香 港 感 懐 」 其五

沈 沈 矮 屋 万 行瓦 　　ひ っ そ りと静 ま りか え っ た 試験会場ガ瓮
か

を 連ね

昨者煮海今堆 塩 　　昨 日は 海水 を煮 て い た と こ ろに 今 日は塩 が 盛 っ て あ る

　　
「庚 午 中秋 、 夜始 識 少珊 文仲於 矮 屋 中 。 遂 偕詩五 共 登 明 遠 楼 看 月 、 少
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暫垂 鵬翼 扶揺勢

一 学 蝿 頭 世 俗 書

蕩蕩 天 門 争欲 上

茫茫人 海 豈 難居

尋 常 米 価 無須 問

要 訪奇才 到狗屠

つ む じ風 に 乗 っ て 大空 を舞 い 飛 ぷ 鵬 の 翼 を しば し収 め

蝿の 頭 ほ どの 小 さな字が ぎ っ し りの 俗な 書を学んで み た

み な が あ の 天 へ の 入 ロ へ 我 も我 も と上 ろ う とす る が

海の よ うに 広 々 と し た人の 世 も住 み に くい とは 言え まい

米 の 値 段 は い く らな ど とあ りふ れ た 問 い な ど し な い で も ら い

たい

す ぐれ た 才能 を求 め る な らば 犬殺 しの 住 む と こ ろ に まで も行

くぺ きだ ろ う

　ま だ充分 な調査 とは 言 え な い が 、 管見 の 及 ぷ 限 りで は 、

「感 懐」 とい う詩題 は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5 ）

中唐 の 頃 か ら使 わ れ る よ う に な っ た よ うで あ る 。 劉 長 卿 に 「感 懐 」 と題 す る 詩

が あ り、 白居 易 に 「早 秋 曲 江 感懐 」、 劉 禹錫 に 「元 日感 懐 」 な る 作 が あ る 。 杜 牧

に も 「感 懐 」 とい う詩が あ る が 、 そ れ とは 別 に 「張好好詩」 の 序 に 、

　　牧太和 三 年 、 佐故吏部沈公 江西幕 。 好好年 十 三 、 始以 善歌来 楽籍 中 。 後
一

　　歳 、 公 移鎮宣 城 、 復 置 好 好 於 宣 城籍中 。 後 二 歳 、 為 沈 著 作 述 師 以 双 鬟納 之 。

　　後二 歳 、 於 洛陽 東城 、 重 睹 好 好 、 感 旧傷 懐 、 故 題詩贈之 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一’　　　　　 よ

　 　 　 　 （牧 　太 和 三 年 、 故吏 部沈 公の 江 西 の 幕 に 佐 た り 。 好 好 　年 　十 三 、始 め 善 く歌

　 　 　 　 うを以 て 楽 籍 中に 来 た る 。 後
一

歳 　公　移 りて 宣城 に 鎮 し、 復 た 好好 を宣城の 籍

　 　 　 　 中 に 置 く。 後二 歳 、 沈著作 述師 の 為 に 双 鬟 を 以 て 之 れ を納 む 。 後 二 歳 、洛 陽東 城
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お も　 　 　 い た

　 　 　 　 に 於 い て 、 重 ねて 好 好 を睹 て 、「感 旧 傷懐 （旧 に 感 じて 懐 い を 傷 ま しむ ）」、 故 に

　 　 　 　 詩 を題 して 之 れ に 贈 る 。 ）

とい う。 こ の 用 例 に よ っ て 詩題 に 用 い られ る 「感懐 」 とい う語 を解釈 す る の は

当た らな い か も しれ な い が 、 ひ とつ の ヒ ン トに は な る だ ろ う 。 すな わ ち 、

「感懐」

とは 、 外側 か ら与 え られ た 刺激 、 情報 な ど に よ っ て 精神活 動 を促 され 、 そ こ か

ら何 らか の 思 い が 生 ず る こ と 、 ま た 生 じ た思 い の こ と を意 味 す る の で あ ろ う 。

杜牧 の 「張好好詩 」 序 に 即 して 言 え ば 、 洛 陽 東城 で 目撃 した現 在 の 好 好 の 姿が

外 部 か ら与 え られ た 情 報 で あ り 、 そ の 情 報 に よ っ て 昔 の こ とを 思 い 出 し、 心 を

悲 し ませ た と い う こ と に な る の だ ろ う 。

　上 に 見 た 「将 に 廷 試 に 応 ぜ ん とす 。 感 懐 」 詩 の 場 合 、 黄 遵 憲 自 身 が 受験 の 直

前 で あ る こ とが 外部 か らの 情報 、 刺激 な の で 、 当然の 事 な が ら作 中で は 詩 人 の

姿 が 中心 と な っ て 描 か れ る 。 と こ ろが 、

「香港感懐」 の 場合 、 香港 に まで 足 を伸

ば し た の は 黄遵憲の 自発 的 な 行 為 で あ っ た に して も 、 詩 を作 る 契機 とな っ た外

部 か らの 情報 、 刺激 は 、 詩 人 の 耳 目 を圧 倒 す る 香港の 実状 で あ っ た か ら 、 詩 人

の 姿が作品に ほ とん ど現 わ れ な い の で あ る 。 だ と す れ ば 、 「香 港感 懐 」 と い う作

品 の 中で 、 詩 人 が 敢 え て 感情 表 現 を抑制 した こ と は む し ろ例外 的 な の で あ っ て 、
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排 山 酒 肉林 　美味 し い 酒 や 肉の 林 が 山を押 し退 け る

　　 「香港 感 懐 」 其五

便積 金 如 斗 　 た とえ金 を
一

斗 も積 ん だ と こ ろで

能 従 聚窟消　 あ っ とい う間に 遊郭 へ と消 えて しま う

　　 「香 港 感 懐 」 其 六

山頭 風 猟 猟 　 山に 吹 く風 は ひ よ うひ ょ う と

猶 自誤 龍旗 　 ユ ニ オ ン ・ジ ャ ッ ク を黄龍旗 と間違え て

　　 「香 港 感 懐 」 其 十

そ れ ぞ れ の 詩句 の 行 間 か ら 、 ア ヘ ン が 蔓 延 し治安が 劣 悪 な こ とに 憤 り、 香 港 が

一 大 歓楽街 と な り果 て て し ま っ た こ と を嘆 き、 外 国 の 支 配 下 に収 め られ た こ と

を嘆 き哀 しむ 詩 人 の 姿 を 見 出 す こ と が で き る だ ろ う。 筧 久美 子 氏 が 、

「又 、 イ ギ

リス に 割 譲 され た 香港島で の 見 聞 作 「香 港感 懐 十 首」 は 、 あ らわ な 慷慨 の 言 葉

こ そ 少 な い け れ ど も 、 祖 国 の 一 部 が 外 国 人 に 支酉己さ れ て い る とい う現 実 をあ ざ

や か に イ メr ジ 化 す る 。 慷慨 の 言葉 が な い だ け に 、 か え っ て 詩 人 の 胸 をか む烈

しい 憤 りを感 じ さ せ る も の が あ る 。 」 （『中 国 詩 人 選 集 二 集 　黄 遵 憲 』 解説　岩波

書店　1963）と述 べ て お られ る通 り、 こ の 「香 港感 懐 」 とい う作品の 場合 、 自

らの 感 情 を露 出 し た 表現 を し な い こ とが 、 却 っ て 読 者 に 詩 人 の 悲痛 な 心 情 を想

像 させ る効 果 を挙 げ 得 て い る と見 た 方が よ い だ ろ う 。 た だ 、

「香 港 感 懐 」 に見 ら

れ る よ うな感情表現 の 抑 制 が 、 詩 人 の 意 図 す る とこ ろ で な さ れ た か の か と言 う

と 、 必 ず し も そ うで は な か っ た だ ろ う と思 わ れ る 。 こ の 点 に つ い て 、 以 下 も う

少 し考 えて み た い 。

　黄遵憲 が 作 っ た 詩 で 、

「感懐 」 の 2 字 を含 む 詩 題 を与 え られ た もの に 、

「感 懐」

（『人 境 廬 詩 草 』 巻 一
）、

「寓 汕 頭 旅 館盛壊 、 寄梁詩五 居実」 （巻 一 ）、

「和 鍾 西耘

庶 常 徳 祥 津門盛塵詩」 （巻 二 ）、

「盛塵」 （巻四 ）、

「自香 港 登 舟盛懐 」 （巻 六 ）、

「
盛

壊、 呈 樵 野 尚書丈 、 即用話別 図霊 字韻」 （巻八 ）が あ る。 今 、 例 と して 「將應廷

試 感 懷 」 （巻二 ） を挙 げ る 。

二 十 餘年 付転車

自摩 髀肉 問 何如

二 十年 あ ま りの 歳 月 を過 ご して きた が

髀 肉 をな で て は 「 こ ん な こ とで ど う す る 」 自 らに 間 う て み る
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　1870年 の 「香港 」 は 、 黄 遵憲 に と う て 生 ま れ て 初 め て の 本格 的 な 異 文化体験

とな っ た 。 当時 の 香港は 、 道 光 22（1842）年 の 南 京 条 約 に よ っ て イ ギ リス に 割譲

さ れ て か らや が て 30年を経 よ う と して お り 、 中国 に 対 す る 欧米列強 の 脅威 が 最

も 先鋭 に 、 しか もそ れが 目に 見 え耳 に 聞 こ え る 形 で 具 現 化 され て い た 。
「弾 指楼

台現 」 （其
一

）建 ち並 ぷ ビル デ ィ ン グの 間 を 、

「酋長虫L髯客　豪商碧眼 胡」 （其三 ）

カ イ ゼ ル 髯 に 青 い 眼の 外国 人 が 我 物顔 で 闊歩 す る 。 聞 こ え て 来 る の は 、 「夷言学

鳥音 」 （其 五 ）土 地 の 中国 人 が 真 似 る 、 鳥 の 囀 りの よ う な外国語 で あ り、

「飛 輪

斉鼓浪　祝砲 日 鳴雷 」 （其九）遥 々 や っ て 来 た 外国 の 軍 艦 が 撃 ち鳴 ら す 祝砲 の 音

だ っ た 。 道 に は 、 「流水 游 龍外 」 （其八 ）車 や 馬 が 溢 れ 、 空 に は 、

「御気毬千尺」

（其八 ）気球 さ え浮 か ん で い た 。 作 品に は 当 時の 香 港の 様子 が 、 非 常 に 活 き活

きと描写 さ れ て い る 。 黄遵 憲 の 香 港滞在 は 、

『年譜』 に 「九 月十 一 日 、 先生 二 叔

父 翰 藻卒於家 。
二 十 四 日 、 先生至潮州 、 聞 二 叔 父 逝世訊 。 至 香 港 、 有感懐詩 十

首 。 寓汕頭 、 有詩寄 梁 詩 五 、 再 至 潮 州 、又 有詩寄之 、 蓋 去 乙 丑 避 兵 時已 六年矣 。 」

とあ り 、 9 月 末 に は 故郷 の 嘉 応 州 に 帰 り着 い て い る こ とか ら推 して 、 1週 間 に

も満 た な か っ た は ず だ が 、 彼 の 香 港 の 描 写 は 、 読者 の 脳 裏 に 鮮明な 映像 を結 ぱ

せ る に 充分 だ と思 う 。

　しか し 、 こ の 十首の 作 品 に は 「感懐 」 とい う詩題 が 与 え られ て い る
．
に も関わ

らず 、 詩 人 の 心 情 が ナ マ の 形 で 表 出 さ れ る こ とが あ ま りな い 。 詩 人 の 「感 懐 」

は 、 む し ろ次の よ うな詩句 に 見 え る描 写 か ら読 み 取 られ ね ば な らな い 。

為 誰刈 藜 蘯　 なぜ 食用 に な る ア カ ザ を刈 り取 っ て

遍地 出芙蓉　 阿芙蓉 （ア ヘ ン ）ば か りを蔓延 させ るの か

　　 「香港 感懐 」 其
一　 （『人 境 廬詩草』 巻 一 ）

伝 聞 哀痛詔 　道 光帝の 「香 港 を 失 っ た こ と を深 く恥 じ る 。 」 と い う遺 詔 を

猶 灑 涙縦横 ＊ 伝 え 聞 き、 涙が 溢 れ て 止 ま らない 。

　　 「香 港感懐 」 其 二 　 ＊ 自注、「宣廟遺 詔 、 深 以棄香 港 為 恥 。 」

五 丁開 鑿 後　金の 力 と人の 力 で 切 り開 い た こ の 香 港は

欲 界 亦 仙都　凡 人 が 暮 らす欲界 で あ りなが ら 、 仙 人 が住 む 世界 で もあ る

　　 「香 港 感懐 」 其三

沸地 笙 歌海　歌舞音 曲の 海 が 地面 を沸 き立 た せ
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黄遵憲 「香港感懐」 詩に つ い て

小 川 恒 男

は じめ に

　 同 治 9 （1870）年 8 月 頃 、 黄遵憲は 広 州 に 赴 き郷 試 に 応 じ た 。 し か し残念 な

が ら、 こ の 時の 受 験 で は 及 第 す る に 至 らず 、 9 月 の 末 に は 故郷 の 嘉応州 に 帰 り

着 い て い る 。 錢 仲聯 氏 の 「黄 公 度先生年 譜 」 （錢 仲聯 箋注 『人境 廬 詩 草 箋 注 』

土 海 古 籍 出版 社　 1981　 に 附録 。 以 下 『年譜 』）同年の 条 に 、

「秋 、 至 広 州 、 応

郷 試 。

… … （中略） … …
。 九月 晦 日到 家 。 」 と見 え る。 嶺 南 の 地 で あ る か ら、 晩

秋 と は 言 っ て も 、 寒 さに 身 を震 わ せ ね ば な らな い よ うな旅 で は な か っ た ろ う し、

黄遵憲 も まだ まだ 若 く 、 時 に 23歳 で しか な か っ た 。

　 こ の 時 期 の 黄遵憲 は 、 科挙制度 に 対 して 批判的な考 え を既 に 持 っ て い た よ う
　 　 1）

で あ る 。 に も関 わ らず 、 自身は ど う して も科 挙 を 受 験 せ ざ る を得 な い 状 況 に 置

か れ 、 内 心 忸 怩 た る もの が あ っ た と 想像 され る 。 こ の 間の 経緯 に つ い て は 、 麦

生 登 美江氏 が 「し か し 、 科 挙 の 受 験 を 一 蹴 し て し ま う こ と もむ ず か し か っ た 。

無位無冠 で あ っ て は 政治 に は 参画 しに くい し 、 旧家の 長 男 に 寄 せ る
一

家の 、 と

りわ け幼時 か ら掌 中 の 玉 の よ う に 慈．し ん で く れ た 曾祖 母 の 期 待 が 大 きか っ た か

らで あ る 。 」 （「黄遵 憲一
そ の 詩 と 軌跡 と一

」 （『岡 村繁教授退 官 記 念論 集　中国詩

人 論』　 汲 古書院　 1986）と 、 た い へ ん 手 際 よ くま とめ て お られ る 通 りだ ろ う 。

加 え て 、

一
家 が こ の 5

，
6 年 前 に 戦乱 に 巻 き込 まれ て 貧窮 し た た め 、 経済的な

理 由 もあ っ て の 受 験 だ っ た は ず で あ る 。

　
一 方 、 受 験 の た め の 旅 は 彼 の 耳 目 を次 第 次 第 に 大 き く開 い て い くこ と とな っ

た 。 また 逆 に
、 こ の 頃か ら見 聞 を よ り広 め る た め に 、 自ら進 ん で あ ち ら こ ち ら

へ と足 を伸 ば す よ う に な っ た の で は な い か と思 わ れ る 。
『年 譜』 同 治 9 年 の 条 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 ）　 　 　 　 　 　 　 　 4 ｝

は 、
「先 生 本年 因 研 究 天 津 教案事 、 取 『万 国 公 報 』 及 製造局 所 出 之 書尽 読之 、

先生 之 究心 時 務 自此 始 。 」 とあ っ て 、 彼 が 「時 務 」 に 関 心 を 抱 き 、 目 を広 く社会

全 体 へ 向 け始 め た こ と を裏付 け る 。

　そ こ で 、 広 州 か ら の 帰 途 、 彼 は 香 港 に 立 ち寄 り、 そ の 時 の 見聞 を も とに 「香

港感 懐 」 と題 す る 五 言律 詩 連 作 10首 を作 っ た 。

110 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


